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始めに始めに始めに始めに：前回までに我々は、煙を透視し、火災進行中の火元や付近の被害状況の目視を可能とす

る技術として、低コヒーレンスサブテラヘルツ波によるアクティブイメージングを提案し[1]、9
台のフォトミキサから成るアレイ型サブテラヘルツ波放射器を用いた煙霧環境でのイメージング

の結果の報告を行い、サブテラヘルツ帯アクティブイメージングにより煙を透視できることを示

した[2]。しかしこの実験では煙霧空間の温度は室温付近に留まり、煙自体が熱輻射源として作用
する本来の火災環境が十分には再現されておらず、本手法で、高温の煙の向こうにある人や未燃

焼の物質など常温の物を可視化できるかどうかが示されたわけではなかった。そこで今回我々は、

模擬環境で煙の温度を上げる工夫を施し、イメージング実験を行ったので、その結果を報告する。 
実験実験実験実験と結果と結果と結果と結果：煙霧環境は、観察窓付きの区画（奥行 170 cm、幅 70cm、高さ 120 cm）の中で綿材
料を燻らせることで実現した。また煙の温度を上げるための補助熱源には炭火を用いた。区画内

の T 字の被写体（幅 6cm、高さ 5.5cm）と、窓の外のアレイ型放射器及びテラヘルツカメラの距
離は 85cm とした。前回の報告と同様、照明として用いたインコヒーレントサブテラヘルツ波の
中心周波数は 833 GHz、帯域幅は 13 GHzである。図１の×及び●は、補助熱源の無い状態での区
画内部の減光係数 Cs（＝煙濃度）と温度を時間の関数としてプロットしたものである。また●は
補助熱源があった場合の区画内部の温度を示している。補助熱源の追加により、火災時のような

高温の煙霧環境が実現されることが図より見て取れる。図２は、煙の温度を上げるための補助熱

源の有無をパラメータに、インコヒーレントサブテラヘルツ波を照明として用いたアクティブイ

メージングで得られる被写体像の信号対雑音比（SNR）の最大値を時間の関数としてプロットし
たものである。煙の温度が摂氏 100度以上になっても、SNRの劣化は無く煙越しの被写体像の視
認性に変化はなかった。この結果は、煙自体が熱輻射源として作用する火災環境でも、本手法が

適用可能であることを示していると考えられる。 
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図 1．区画内部の煙濃度と温度の変化 図 2．被写体像の信号対雑音比の最大値 
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